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明治書院 昭和 42年 5月旧初版 昭和 60年 2月 20日 26版 75頁）。
「貪」（たんれい）は，自分だけの利益をむさぼる意である。「讓」に
反する語である。国を治める徳の基本は，家を斉えることであると説
く。両親を失い，兄弟を養って生家を再興した金次郎にふさわしい書
である。「懷にして」と『報徳記』にあるので，『四書 片仮名附 學
庸』（15.3cm×11cm）などの小本と思われる。政治を論ずる『大学』，
倫理を論ずる『中庸』ともに初学の必読書であった。
今回も各専門の多彩な論考を寄稿くださった近代文化研究所員の方々
に感謝申し上げる。
（近代文化研究所長 齋藤 彰）
